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産学連携学会第 20 回大会【熊本大会】 
 

会 期：２０２２年６月２３日（木）・２４日（金） 
会 場：市民会館シアーズホーム夢ホール（熊本市中央区桜町 1-3） 

ご参加の皆さまへ 

１． 発表要領 
■一般講演・オーガナイズドセッション 
１）講演番号は、日付、発表ルーム、セッション開始時刻、発表順の各英数字

で構成しています。（例 0623B1445-2 発表日：6 月 23 日、B 会場、セッ
ション開始：14 時 45 分、発表順：２） 

２）各講演は以下の時間で構成される個別口頭発表形式で行います。 
 発表時間 12 分 討論時間 3 分 計 15 分 
３）発表終了 1 分前にベルを 1 回、発表終了時にベルを 2 回鳴らします。討

論終了時にはベルを 3 回鳴らします。十分な議論ができるよう、発表は 12 
分以内に収めてください。 

４）オーガナイズドセッションの時間配分は座長に一任しております。 
５）発表時のパソコンの操作は各自で行ってください。 
 
■ポスターセッション（Ｐ会場：１F 玄関横ホール） 
１）ポスター用のパネルサイズは縦 180cm×横 120cm です。これに収まるよ

うにご準備ください。 
２）出展者は各自ポスターを会場へ持参し、6 月 23 日（木）１３：３０まで

に所定の場所に展示してください。（発表番号の札をご参照ください。） 
３）ポスターは原則として大会期間中継続して展示します。セッションは 6 月

24 日（金）15 時 30 分に終了します。セッション終了後、出展者は各自ポ
スターを撤去ください。 

４）6 月 24 日（金）13:00～14:00 をコアタイムとします。この間発表者はポ
スター前に待機してください 

 
２． 座長の方へのお願い 

１）担当するセッションの開始時間 10 分前までに会場へお越しください。 
２）講演者に対し発表・進行の時間厳守を促してください。 
３）キャンセルされた講演がある場合には、次の講演を行い、討論の時間配分

で調整してください。 
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３． 昼食 
会場併設のレストランおよび周辺の飲食店等をご利用ください。会場内は、新型コロ
ナ感染対策にも照らし合わせ、会場内・ホール・休憩場所を含めて飲食が禁止されて
います。近隣の「サクラマチクマモト」「桜の馬場 城彩苑」には、多数の飲食店がご
ざいますので、そちらのご利用をお願い申し上げます。 

 
４． 大会運営 

大 会 長 ： 小川久雄 学長 
実行委員長 ： 大谷 順 理事（研究・グローバル戦略担当）・副学長 
   ・熊本創生推進機構長 
大会事務局 ：産学連携学会第 20 回大会実行委員会（熊本大学熊本創生推進機構） 
 事務局：緒方智成 
 〒860-8555 熊本市中央区黒髪２－３９－１ 

TEL：096-342-3967 
E-Mail：sangaku20th@ku-kico.org 
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全体プログラム 
 
 
 
 

 【日 時】 ６月２３日（木） ９：００～９：３０ 

 【会 場】 S 会場（大ホール） 

  
 
 
 

 【日 時】 ６月２３日（木）９：３０～１０：３０ 

 【会 場】 S 会場（大ホール） 

 【講 師】 株式会社熊谷組 九州支店 副支店長 山下正治氏 

 【テーマ】 「阿蘇大橋地区大規模崩落斜面の対応等について」 

 
  

開 会 式 

特別講演 
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テーマ：「地域における災害対策・災害からの復興」 
 

 【日 時】 ６月２３日（木）１０：３０～１２：００ 
 

 【会 場】 S 会場（大ホール） 
 
 【概 要】  

熊本県は、2016 年の熊本地震、2020 年の人吉・球磨水害と立て続けに大災害に
見舞われ、そのたびに復興・復旧を行ってきている。現在も続いている復興や復旧
における、企業活動、地域活動、体制整備について議論を行う 

 
 【パネリスト（敬称略）】 
 株式会社熊谷組 九州支店 副支店長  山下 正治 
 九州電力送配電株式会社 熊本支社 副支社長 兼 企画業務部長 渡邊 一重 
 清流山水花あゆの里 代表取締役社長 有村 充広 
 熊本大学 くまもと水循環・減災研究教育センター センター長  柿本 竜治 
   
 【コメンテーター（敬称略）】 
 文部科学省 科学技術・学術政策局産業連携・地域振興課 
   拠点形成・地域振興室 室長補佐 齊藤 大地 
 経済産業省 産業技術環境局 大学連携推進室 室長  大石 知広 
 農林水産省 農林水産技術会議事務局 産学連携室 室長  齊賀 大昌 
 
 【ファシリテーター（敬称略）】 
 熊本大学 理事・副学長・熊本創生推進機構長  大谷 順 
  

シンポジウム 
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 【日 時】 2022 年 6 月 23 日（木）１３：３０～１５：４５ 
    6 月 24 日（金） ９：３０～１５：３０ 
 【会 場】 A 会場、B 会場、C 会場、D 会場 
 
 
 
 1. 高専における人材育成を軸とした産学官協働研究の展開 
  座長・オーガナイザー：石川洋平（有明工業高等専門学校） 
  【日 時】 ６月２３日（木）１３：３０～１５：００ 
  【会 場】 S 会場 
 

 2.「大学発ベンチャー/研究開発型ベンチャー研究会」発足に向けてのキックオフセ
ッション」 

  座長・オーガナイザー：宜保友理子（株式会社慶應イノベーション・イニシアティブ） 
  【日 時】 ６月２３日（木）１３：３０～１５：００ 
  【会 場】 D 会場 
 

 3.若手研究者に必要な支援の在り方～産学連携を経験する意義は？～ 
  座長・オーガナイザー：馬場大輔（経済産業省） 

  【日 時】 ６月 23 日（木）１５：１５～１６：４５ 
  【会 場】 S 会場 
  

 4. 株式会社キャンパスクリエイト 安田耕平社長 メモリアルセッションキャン
パスクリエイトが産学官連携に与えた影響とその歴史の回顧 

  座長・オーガナイザー：伊藤正実（群馬大学） 
  【日 時】 ６月２４日（金）１０：１５～１１：４５ 
  【会 場】 S 会場 
 

 5. リサーチセキュリティ＆リサーチインテグリティ 
  座長・オーガナイザー：石川綾子（名古屋大学） 

  【日 時】 ６月２４日（金）１３：１５～１４：４５ 
  【会 場】 S 会場 
 
 
 
 【日 時】 2022 年 6 月 23 日（木）１３：３０～24 日（金）１５：３０ 
 【会 場】 P 会場（一階入り口横ホール） 
  

一 般 講 演 

オーガナイズドセッション 

ポスター 
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発表プログラム 
 
 
 
 
 
 
 

オーガナイズドセッション 13：30～15：00 

高専における人材育成を軸とした産学官協働研究の展開 

 座長：石川洋平（有明工業高等専門学校）  

 

オーガナイザー： 石川洋平 
0623S1330-1 “しなやか”なつながりを目指して －有明高専産学連携マッ

チングラボ－ 

◯石川洋平（有明高専） 

0623S1330-2 若手産学連携コーディネータの育成Ⅳ －ASK イノベーショ
ンラボの誕生－ 

◯野口卓朗（有明高専） 

0623S1330-3 鈴鹿高専が進める共同研究の新たな形～産学官協働研究室の
最初の設置から４年が経過して 

○平井信充（鈴鹿高専） 

0623S1330-4 大分高専の産学連携の取り組み 

◯尾形公一郎，笠間俊次（大分高専） 

0623S1330-5 北九州高専共同研究室の紹介 

○久池井 茂（北九州高専） 

 
  

一般講演・オーガナイズドセッション 

6 月２3 日（木）第 1 日目 S 会場 1３：３０～１６：４５ 
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オーガナイズドセッション 15：15～16：45 

若手研究者に必要な支援の在り方～産学連携を経験する意義は？～ 

 座長：馬場大輔（経済産業省）  

 

オーガナイザー： 馬場大輔 
0623S1515-1 経済産業省の若手研究者支援について 

◯馬場大輔（経済産業省） 

0623S1515-2 文部科学省の若手研究者支援について 

◯馬場大輔（経済産業省） 

0623S1515-3 若手研究者を取り巻く状況について 

○駒村和彦（野村総合研究所） 

0623S1515-4 地方大学における若手研究者支援と研究支援者の関わり方 

◯平山太市（茨城大学） 

0623S1515-5 若手研究者から見た研究支援の在り方と産学連携の絡み方 

○野田口理孝（名古屋大学） 
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産学官連携プロジェクト 1 座長：吉用武史 13：30～14：30 
0623A1330-1 脱炭素研究に向けた産学連携の取り組み 1 ～オープンイノベ

ーション活動について～ 

〇酒井武信、山澤 靖、成田尚宣（名古屋大学） 

0623A1330-2 脱炭素研究に向けた産学連携の取り組み 2 ～バックキャスト
した企画型テーマ創生について～ 

〇山澤 靖 、成田尚宣、酒井武信（名古屋大学） 

0623A1330-3 脱炭素研究に向けた産学連携の取り組み 3 ～共同研究への
新たな取り組み～ 

〇成田尚宣 、山澤 靖、酒井武信（名古屋大学） 

0623A1330-4 地域産学官連携を「ヒト」の観点から解き明かす 

〇西川洋行（県立広島大学） 、林 里織（山口大学）、荒木寛
幸（文部科学省科学技術・学術政策研究所）、入野和朗（愛媛
大学） 

 
 

産学官連携プロジェクト２ 座長：佐藤 暢 14：45～15：30 
0623A1445-1 共同研究講座・協働研究所を基盤とする人材育成(1)～工学研

究科での取組～ 

〇田中敏嗣、荒平智子（大阪大学） 

0623A1445-2 共同研究講座・協働研究所を基盤とする人材育成（２）～大阪
大学・島津分析イノベーション協働研究所の REACH ラボプロ
ジェクトの事例紹介～ 

〇秦 茂則、田中敏嗣（大阪大学）、飯田順子（島津製作所/大阪大
学） 

0623A1445-3 共同研究講座・協働研究所を基盤とする人材育成(3)～NEXCO
西日本高速道路学共同研究講座における技術者育成～ 

〇中村和博、小濱健吾（大阪大学）、田山 聡（西日本高速道路株式
会社）、鎌田敏郎（大阪大学） 

 

 

6 月２3 日（木）第 1 日目 A 会場 1３：３０～１５：４５ 
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リエゾン活動 1 座長：藤枝 繁 13：30～14：30 
0623B1330-1 ネットワークを形成する手法に関する一考察 

〇永井明彦、中田泰子（北陸先端科学技術大学院大学） 

0623B1330-2 企業とのマッチングに措ける一考察 

〇大石博海（長崎大学） 

0623B1330-3 持続的な「知の良循環」を実現するための医療系研究機関にお
ける取組 

〇大藤康一朗、吉澤英知、船本大起、髙橋直子（国立循環器病
研究センター） 

0623B1330-4 産学官連携による地域 DX マインド醸成の取り組み 

〇森 進太郎（北陸先端科学技術大学院大学） 

 

産学連携論 1 座長：竹下 哲史 14：45～15：45 
0623B1445-1 中国・四国地方の９国立大学法人における外部資金の受入状

況の比較（仮） 

〇北村寿宏（島根大学）、川崎一正（三条市立大学）、竹下哲史
（長崎大学）、秋丸 國廣（愛媛大学） 

0623B1445-2 地方大学における産学共同研究の実状解明の実証的研究   
－１８ 

〇秋丸國廣（愛媛大学）、川崎一正（三条市立大学）、竹下哲史
（長崎大学）、北村寿宏（島根大学） 

0623B1445-3 シンボルマーク『プロメテウスの火』の役割と考察３ －ＭＬ
等とのメディアミクスから（本）学会のアイデンティティとブ
ランディングを考える 

〇湯本長伯（社会構造設計研究所）、村上晶子（明星大学） 

0623B1445-4 産学連携学研究における異種異質連携基盤としての多様性へ
の一考察 －本学会における支部活動の在り方を例とする考
察 

〇湯本長伯 （社会構造設計研究所）、江田英雄（光産業大学院
大学）、木村雅和（静岡大学） 

6 月２3 日（木）第 1 日目 B 会場 1３：３０～１５：４５ 
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産学官連携政策 1  座長：小野 浩幸 13：30～14：30 
0623C1330-1 国内連携の必要性が高い科学技術の抽出及びその実現による

社会的インパクトの分析 

〇伊藤裕子（文部科学省科学技術・学術政策研究所） 

0623C1330-2 産学官連携ガイドラインを理解するための FAQ 等の整理につ
いて 

〇馬場大輔（経済産業省） 

0623C1330-3 地方国立大学における産学連携活動と URA 

〇殿岡裕樹（琉球大学） 

0623C1330-4 

 

NEDO における新たな産学連携の取り組み ー大学との連携
強化にむけてー 

〇幸本和明（新エネルギー・産業技術総合開発機構） 

 

大学発ベンチャー1 座長：片山 精 15：00～15：45 
0623C1500-1 

 

大学発スタートアップ企業を支援するコーディネーターが思
う、企業設立後支援の難しさ 

〇山下奉海（高知大学） 

0623C1500-2 

 

大学発ベンチャー支援に関する取り組み ～クロスアポイン
トメント制度による URA 派遣～ 

〇松浦佳子（熊本大学） 

0623C1500-3 

 

広島大学における大学発ベンチャー創出支援について 

〇児玉和弥（広島大学） 

  

6 月２3 日（木）第 1 日目 C 会場 1３：３０～１５：４５ 
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オーガナイズドセッション 13：30～15：00 

「大学発ベンチャー/研究開発型ベンチャー研究会」発足に向けての

キックオフセッション  

座長：宜保友理子（株式会社慶應イノベーション・イニシアティブ） 

 

オーガナイザー：宜保友理子 

0623D1330-1 高知産学連携キャピタル（GP）と投資組合（LPS）の設立につ
いて 

〇石塚悟史（高知大学） 

0623D1330-2 医療系アカデミアによるスタートアップ増強に向けた取組み
-TMDU イノベーションパーク（TIP)と medU-net について- 

〇飯田香緒里（東京医科歯科大学） 

0623D1330-3 地域金融機関と連携した起業教育について  -長崎大学  FFG
アントレプレナーシップセンターの活動紹介- 

〇上條由紀子（長崎大学） 

0623D1330-4 起業家による起業家支援について-高知イノベーションベー
スの活動紹介- 

〇須江勇介（高知イノベーションベース） 

0623D1330-5 大学ベンチャーキャピタルによる研究開発型スタートアップ
支援の取組み -慶應義塾オフィシャル VC：KII の事例を中心
に- 

〇宜保友理子（株式会社慶應イノベーション・イニシアティ
ブ） 

 

  

6 月２3 日（木）第 1 日目 D 会場 1３：３０～１５：００ 
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オーガナイズドセッション 10：15～11：45 

株式会社キャンパスクリエイト 安田耕平社長メモリアルセッション 

キャンパスクリエイトが産学官連携に与えた影響とその歴史の回顧  

 座長：伊藤正実（群馬大学）  
 

オーガナイザー：伊藤正実 
0624S1015-1 安田耕平社長が創出したキャンパスクリエイトの事業モデル 

〇高橋めぐみ（株式会社キャンパスクリエイト） 

0624S1015-2 地方国立大学（静岡大学）の産学連携のあゆみ ～故安田社長
を偲んで～ 

〇木村雅和（静岡大学） 

0624S1015-3 故安田社長を悼み『我が国産学連携活動の夜明けを振り返る』 

〇湯本長伯（社会構造設計研究所長） 

0624S1015-4 地域共同研究センターの足跡を残す意義について 

〇伊藤正実（群馬大学） 

 

オーガナイズドセッション 13：15～14：45 

リサーチセキュリティ＆リサーチインテグリティ  

 座長：石川綾子（名古屋大学）  
 

オーガナイザー：石川綾子 

0624S1315-1 研究インテグリティの強化に向けた国内外の動向 

〇村松哲行（科学技術振興機構研究開発戦略センター） 

0624S1315-2 リサーチインテグリティ確保のための大学法務機能について 

〇佐藤弘基（九州大学） 

0624S1315-3 リサーチインテグリティ確保のための透明化の試案について 

〇石川綾子（名古屋大学） 

0624S1315-4 リサーチインテグリティ確保からリスクマネジメントへどう
つなげるか 

〇宮林 毅（名古屋大学） 

6 月２4 日（金）第２日目 S 会場 １０：１５～１４：４５ 
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産学官連携プロジェクト 3 座長：西川洋行 9：30～10：30 
0624A0930-1 ファッション業界におけるデザイン 

〇蒲原章広 、岡田晃行、江田英雄（光産業創成大学院大学） 

0624A0930-2 地域を巻き込んだ特産品の販売促進 －福岡有明のりの事例
から－ 

〇手嶋恵美（中村学園大学） 

0624A0930-3 広域産学官連携による SDGs 推進と地域創生 

〇中村守彦（島根大学） 

0624A0930-4 新たな時代の地域文化と産業の振興に向けたプロジェクトの
試み 

〇関口英里（同志社女子大学） 

 

産学官連携プロジェクト 4 座長：田中敏嗣 10：45～11：45 
0624A1045-1 日本カツオ学会１０年の足跡 

〇吉用武史（高知大学） 

0624A1045-2 マーケットイン型養殖業に向けた青森サーモンのマーケティ
ング調査研究の取組み 

〇福田 覚、泉 ひかり、永長一茂（弘前大学）、鈴木宏介（株
式会社オカムラ食品工業） 

0624A1045-3 地域気象データと先端学術による戦略的社会共創プロジェク
ト ClimCORE 

〇飯田 誠 、喜多山 篤、隈 健一、杉山正和、中村 尚（東
大先端研） 

0624A1045-4 A-STEP トライアウトによる復興支援 

〇落合和希（国立研究開発法人科学技術振興機構） 

 

  

6 月２4 日（金）第２日目 A 会場 ９：３０～１５：１５ 
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産学官連携プロジェクト 5 座長：崎山智司 13：15～14：15 
0624A1315-1 宮崎発「キャラいも」を題材とした実践活動の取り組み（第３

報）ープロモーション動画の制作と広報効果の検証ー 

〇丹生晃隆 、恒吉実於、福留駿佑、佐土原雛子、杉村拓志、
東久保光汰、山口澪夏（宮崎大学）、木原奈津子（株式会社イ
ート） 

0624A1315-2 テゲバジャーロ宮崎と宮崎大学による地域連携活動ー「大学
生をスタジアムに」 ファン獲得に向けた取り組みー 

〇丹生晃隆 、長友萌花、松岡伊毬、岩井駿空、香川百萌子、
外岡俊輝（宮崎大学）、鈴木 淳、二村恵太（株式会社テゲバ
ジャーロ宮崎） 

0624A1315-3 日向夏新品種「いしかわ日向」を題材とした実践活動の取り組
みーロゴ・キャラクターデザインの募集と選定ー 

〇丹生晃隆 、岩井駿空、松岡伊毬、香川百萌子、外岡俊輝、
長友萌花（宮崎大学）、石川忠信（石川果樹園） 

0624A1315-4 Web 会議システムを活用した産学官連携教育プロジェクト 

〇坂井俊文（北海道科学大学） 

 
 

産学官連携プロジェクト 6 座長：丹生晃隆 14：30～15：15 
0624A1430-1 産学公連携による宅配便の再配達削減に関する検討（Ⅱ） 

〇崎山智司 、杉井 学（山口大学） 

0624A1430-2 沖縄県の産学連携「沖縄科学技術イノベーションシステム構
築事業」について 

〇具志堅清明（公益財団法人 沖縄科学技術振興センター） 

0624A1430-3 地域の産学官連携による新たな価値創造を目指して ～高知
県ネクスト次世代型施設園芸農業～【第 2 報】 

〇佐藤 暢（高知工科大学） 

  



 

17 
 

20th Annual Meeting of Japan Society for Intellectual Production 

 

 

リエゾン活動２ 座長：中武貞文 9：30～10：30 

0624B0930-1 コロナ禍におけるオンラインを活用した少人数・双方向性の
研究シーズ紹介 

〇服部大輔（島根大学） 

0624B0930-2 北九州市立大学における産学官連携情報の管理 ～CRM（顧客
管理システム）の応用～ 

〇有薗和子（北九州市立大学） 

0624B0930-3 熊本大学大学情報可視化システム（KU-RESAS）の整備と産学
連携活動への効果 

〇和田 翼、藤山泰成（熊本大学） 

 

リエゾン活動３ 座長：永井明彦 10：45～11：45 
0624B1045-1 南九州・南西諸島域での産学・地域連携活動の事例報告１「事

業の全体像と KPI」 

〇藤枝 繁 、中武貞文（鹿児島大学） 

0624B1045-2 南九州・南西諸島域での産学・地域連携活動の事例報告２「コ
ーディネート支援システム『CosMos』の開発と運用」 

〇中武貞文、藤枝 繁、永吉弘己（鹿児島大学） 

0624B1045-3 南九州・南西諸島域での産学・地域連携活動の事例報告３「地
域企業の研究開発機会の拡大と研究成果の可視化を目指す
『オープン実証ラボ』」 

〇藤枝 繁、中武貞文、岩元宏毅、前田貴博（鹿児島大学） 

0624B1045-4 南九州・南西諸島域での産学・地域連携活動の事例報告４「観
光に特化したシーズ情報発信 Web サイト『さっつん観光ナ
ビ』」 

〇藤枝 繁、中武貞文、田代哲朗、平原彰子、前田貴博（鹿児
島大学） 

 
  

6 月２4 日（金）第２日目 B 会場 ９：３０～１５：３０ 
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産学連携論 2 座長：北村寿宏 13：15～14：15 
0624B1315-1 産学連携におけるイグイノベーションコンテストの役割と設

計 その２－想定される内容・分野の事前分析と先行設計から
見たイノベーションへの新しいアプローチ 

〇湯本長伯（社会構造設計研究所）、村上晶子（明星大学） 

0624B1315-2 産学連携におけるイグイノベーションコンテストの役割と設
計 その３－実施に関わる各事業主体との連携設計から見た
我が国イノベーションへの新しいアプローチ 

〇湯本長伯（社会構造設計研究所）、村上晶子（明星大学） 

0624B1315-3 学発研究成果が産業界の研究開発及び事業化に及ぼす影響 
―IGZO 半導体の事例から― 

〇金井 昌宏（明治大学） 

0624B1315-4 コロナ禍におけるオープンイノベーションと参加者の意識 

〇中田 泰子（北陸先端科学技術大学院大学） 

 

産学連携論 3 座長：湯本長伯 14：30～15：30 
0624B1430-1 地域イノベーションエコシステムの確立について 

〇木村雅和（静岡大学） 

0624B1430-2 地方大学における産学共同研究の実状解明の実証的研究ー19 

〇竹下哲史（長崎大学）、北村寿宏（島根大学）、秋丸國廣（愛
媛大学）、川崎一正（三条市立大学） 

0624B1430-3 新しい共同研究経費の効果に関する考察 

〇田中精一、湊かおる（広島大学） 

0624B1430-4 リビングラボ活動の本質－連携から共創へ－ 

〇近藤早映（三重大学）、折笠雄司（いわき市）、牧原 出、小
泉秀樹、飯田 誠（東京大学） 
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大学発ベンチャー2 座長：中田泰子 9：30～10：30 
0624C0930-1 学生ベンチャー創業とアントレプレナー教育の関係性に関す

る事例研究 

〇尾内敏彦、尾崎典明、五十嵐浩也、西野由高（筑波大学） 

0624C0930-2 教員兼業及び受託・共同研究契約の可否が大学発ベンチャー
数に与える影響に関する研究 ―大学発ベンチャー支援アン
ケートの結果から― 

〇鹿野京子、小野浩幸、野田博行、中島健介、落合文吾（山形
大学） 

0624C0930-3 研究者との共創によるスタートアップ創出活動 

〇片山 精、矢野卓真、江龍修（名古屋工業大学） 

0624C0930-4 創薬ベンチャー支援について 

〇日高悠希（熊本大学） 

 
 

法令等遵守 1 座長：河合孝尚 10：45～11：30 
0624C1045-1 大学における利益相反問題の具体的事例調査 

〇新谷由紀子 、菊本 虔（筑波大学） 

0624C1045-2 システムを利用した利益相反自己申告の申告率に関する分析 

〇高宗暢暁、粢田 誠（熊本大学） 

0624C1045-3 自ら考える研究倫理 

〇稲岡美恵子（鳥取大学） 
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法令等遵守 2 座長：木村雅和 13：15～14：15 
0624C1315-1 技術のみなし輸出に関する法令改定の研究教育活動に対する

影響について 

〇伊藤正実（群馬大学） 

0624C1315-2 大学での「みなし輸出」管理に関する Q&A ツールの開発 

〇河合孝尚（事業構想大学院大学）、昆 健志（琉球大学） 

0624C1315-3 適切な共同・受託研究契約締結のためのマネジメント 

〇川澄みゆり、飯田香緒里（東京医科歯科大学） 

 

国際展開 1 座長：尾内敏彦 14：30～15：30 
0624C1430-1 産学連携担い手組織の日韓比較 

〇小野浩幸（山形大学）、木村雅和（静岡大学）、李 素婷（山
形大学） 

0624C1430-2 パンデミックにおけるグローバルヘルスへの貢献のための産
官学連携の取り組み 

～国際臨床試験を通じた医療プロダクト開発支援の事例と経
験から～ 

〇市川雅人（国立国際医療研究センター） 

0624C1430-3 留学経験を活かしたベトナムの日本人向けお土産開発に関す
る一検討 

〇杉本 等、グエン ティー ラム スオン（事業創造大学院大
学） 

0624C1430-4 外国拠点と国際産学連携 

〇鈴木真也（武蔵大学） 
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人材育成１ 座長：石塚悟史 9：30～10：30 
0624D0930-1 コロナ禍を逆手に取った有明高専版キャリアデザインの取組 

〇佐藤三郎、太田順一郎、野口卓朗、城門寿美子、石川洋平（有
明高専） 

0624D0930-2 木材や森林の利活用を題材とした SDG's 教材を用いた実践型
キャリア教育 

〇佐藤三郎（佐賀大学）、古賀晋一郎、中村展章（株式会社中
村製材所） 

0624D0930-3 産学公連携による起業家育成と地域づくりーNEXT 産業創造
プログラムを事例にー 

〇杉岡秀紀（福知山公立大学） 

0624D0930-4 産学連携による MOT 教育 PBL の実践について 

〇山口光男（福井大学） 

 
 

人材育成２ 座長：佐藤三郎 10：45～11：30 
0624D1045-1 ものづくりの中核人材育成と大学の役割ーエクステンション

事業の持続性の視点から－ 

〇小竹暢隆（ヒューマンウェア・ネットワーク推進機構） 

0624D1045-2 土佐フードビジネスクリエーター人材創出事業（土佐 FBC）
における研究開発人材の育成 

〇石塚悟史（高知大学）、堀江真美（株式会社 Maltima）、前田
泰史（カフェデュグラス）、西 はる代（株式会社 NIS）、山本
博志（くだものの山長） 

0624D1045-3 知財教育実践プログラムの芸術系短期大学への展開事例（続
報 2） 

〇生田容景（山口大学）、長田和美（山口芸術短期大学） 

 
 
  

6 月２4 日（金）第２日目 D 会場 ９：３０～１１：３０ 
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ポスター発表 コアタイム：6 月 24 日 13：00ー14：00 
ポスター1 大学発ベンチャーにかかる組織的取組 ～岡山大学 IMaC ベ

ンチャー支援フィールドの事例～ 

〇松島和季 、前原有也美、宮崎 悟（岡山大学） 

ポスター2 地域連携型長期 PBL 授業の開発（Ⅲ） ～プロジェクト型課
題解決研究プログラムコース～ 

〇崎山智司、高橋実沙、中野亜紀、山中 武、横山智香（山口
大学） 

ポスター3 地域連携型長期 PBL 授業の開発（Ⅳ） ～プロジェクト型課
題解決研究オリジナルコース～ 

〇崎山智司、谷増大悟、田中陽菜、椎原杏香、多田裕紀、恒吉
みさき（山口大学） 

ポスター4 JST 産学連携事業のご紹介と成果事例について 

〇遠藤麻里（国立研究開発法人科学技術振興機構） 

 
 

6 月２3 日 P 会場 常設 


